




令和6年度 千葉大学大学院教育学研究科 一般選抜学力検査問題

学校教育学専攻 教育発達支援系 幼児教育問題群

選択科目 共通問題

問題2 次の英文を主駆しなさい。なお，（）内の論文著者名はそのまま記述すること。
(60点）

著作権保護の観点から、公表していません。

出典：Thompson, B. N., & Goldstein, T. R. (2019). Disentangling pretend play 
measurement: Defining the essential elements and developmental progression of 
pretense. Developmental丑eview; 52, 24-41. 
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令和 6 年度 千葉大学大学院教育学研究科 一般選抜学力検査問題

学校教育学専攻 教育発達支援系 幼児教育問題群

選択科目 選択間題（幼児教育）

問題 1 次の語句を説明しなさい。 (1) - (5) のうち 3 問選択して解答しなさい。

(60 点）

(1) 幼児理解に基づいた評価

(2) こども基本法

(3) 要保護児童対策地域協議会

(4)シュタイナー教育

(5) エレン ・ケイ (Ellen Key)

｝ 
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令和6年度 千葉大学大学院教育学研究科 一般選抜学力検査解答用紙

教育発達支援系幼児教育問題群

選択科目

選択問題
〔 〕

受験番号I ElM- 選択問題
合計得点

問題 1 I □三□[]
左上の〔 〕の中に選択した問題の分野（「発達心理学」もしくは「幼児教育」）を
記入し 下の角答欄の（ ）の中に回答した問題の番号を記入すること。
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